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平 日 の 主 要 余 暇 活 動 N = 2 ,6 6 8 休 日 の 主 要 余 暇 活 動 N = 2 , 35 9
テ レ ビ . ラ ジ オ 3 4 .0 テ レ ビ . ラ ジ オ 2 6 .0
新 聞 . 雑 誌 15 .0 休 息 1 2 .0
休 息 12 .0
庭 い じ り . け い こ ご
と な ど の 趣 味 活 動
l l .0
庭 い じ り . け い こ ご
と な ど の 趣 味 活 動
8 .0 つ り 1 0 .0




























平 日の主 要 余 暇活 動 N = 2 ,46 5 休 日の主 要 余 暇 活 動 N = 1 , 84 5
テ レビ . ラジ オ 35 .0 テ レビ . ラ ジ オ 26 .0
庭 い じ り . けい こ ご
とな どの越昧 活 動
13 .0 家族 との だ ん らん 20 .0
新 聞 . 雑 誌 13 .0 買 い物 . 訪 問 15 .0
家 族 との だ ん らん 15 .0
庭 い じ り . け い こご
とな どの 趣 味 活 動
12 .0












































































































































阻 害 条 件 N = 896
身 体 的 問 題 7.0
スポーツが嫌 い 9.0
暇 が な い 31.0
運 動 が へ た 12.0






















実施種 目 (N = 987) 実 施 場 所 集 団 基 盤
バレーボール(24 .4)
学 校 の 施 設 (62 .3) P . T . A .(45 .3
学校以外の公共施 設(26 .8) 婦 人 会 (36 .8)
バ ドミントン(12 .7)
家 の 庭 (45 .2) 家 族 72 .4
道 路 .空 地 (28 .4) 近所 の人 と (12 .3)
軽 体 操 (ll .1)
家 の 庭 (94 .1) ひ と り で 96 .1
道 路 .空 地 ( 2 .7) 家 族 2 .7)
野 外 活 動 ( 9 .1) 海 . 山 な ど の野 外 (97 .2)
家 族 (93 .4)
近所の人 と 4 .1)
が多く,学校の施設及び公
共施設の利用が少ないことから,インフォーマルに行なわれるレクリェ-ション的活動とと
らえることが出来る.次に軽体操は家庭(94.1%)がその場所の中心となり,野外活動は海
・山等の野外(98.2%)が中心である.またこうした活動種目を行うための集団基盤として
は,バレーボールはP.T.A.の-一員として(45.3%),婦人会の一員として(36.8%)とい
った学校区及び居住地域を基盤としたフォーマルな集団で行なわれるのに対して,バドミン
トン・軽体操・野外活動は家族あるいは個人での活動種目であるといえる.
以上の結果から,女性のスポーツ活動パターンは,地域を中心とする活動と家庭を中心と
する二つがあると考えられる.
3)スポ-ツ活動における男女の違い
男女ともスポーツに対する好意度はかなり高いにもかかわらずスポーツ実施度は低い.男
性の約80%はスポーツそれ自体は好きであるにもかかわらず,平均して月1回以上の実施者
は30%に減り,女性も約50%の者がスポーツが好きであるがスポーツ実施者は20%にすぎな
い点で共通している.また,大会や行事への参加でも数字的にはかなり接近し,約10%程度
の差があるだけである.そのほか,実施度の低い層(年間1-2回)の男女ともそれぞれ
1/3程度がスポーツを実施したと意識しているところでも共通している.しかしスポーツ
活動を阻害する条件において男女差が見られる.男性の場合は時間的制約といった外的条件
が主であり,女性の場合は時間的な問題に加えスポーツ活動に対し当初から否定的・消極的
態度といった主体的条件が強く働いている.特にこうした女性のスポーツに対する態度は,
在学中のスポーツ経験が男性よりも少ないこととも関係していると思われる.
スポ-ツ活動のパターンとしては,男性はソフトボール,軽体操,キャッチボール,野球
が主要種目であり,女性はバレーボ-ル,バドミントン,軽体操,野外活動である.男性の
実施場所は,ソフトボール,バレーボールといったフォーマルな種目は学校及び公共施設が
多く,インフォーマルな種目(軽体操,キャッチボール)は職場・家庭が中心である.一方,
女性についてはバレーボールのみが学校及び公共施設の利用で,その他の種目は家庭あるい
は道路・空地で行なわれている.
こうした特性はスポーツ活動の集団基盤の違いにも反映しており,男性は地域・職場が中
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心となり,女性は地域(特に小学校区)と家庭を中心として活動が展開されている.
Ⅳ.要約
以上,長崎県民の余暇活動及びスポーツ活動についての分析から得られた結果を要約すれ
ば次のようになる.
(1)男性・女性とも自由時間は,全国平均よりもかなり低い.
(2)男性の余暇活動は,平日・休日とも疲労回復型といった仕事との対比的位置づけでの
活動が中心である.
(3)女性の余暇活動は,家族一緒の活動と家事との関連性の高い活動が中心である.
(4)スポーツの実施度の低い層(年間1-2回)では,男女とも1/3程度しかミ大会や
行事ミに参加したという意識を表わしていない.
(5)男性のスポーツ活動の成立には,時間的制約が大きく働いている.
(6)女性のスポーツ活動の成立には,時間的制約に加えスポーツに対する否定的・消極的
態度といった主体側の問題が強く影響している.
(7)男性の主要活動種目には,ソフトボール・バレーボールといったフォ-マルな種目と
軽体操・キャッチボール等のインフォーマルな種目の二つのタイプがある.フォーマル
な種目は地域を集団基盤とし,インフォーマルを種目は個人的あるいは家族との活動で
ある.
(8)女性の主要活動種目は,P.T.A.,婦人会を集団基盤とするバレーボールのみがフォ
ーマルな種目であり,インフォーマルなバドミントン・軽体操・ハイキング等の野外活
動は,家族あるいは個人的な種目である.
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